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随筆

　久しぶりで，上智大學総長土橋八千太師が天文月報の本年度第9號にプル1

ト1の日本語繹のことを，“論叢”として書いてゐられる．いよいよ東京方面で

も，片カナを棄て曳本式の和繹名を用みるやうになったのかと思って讃んで見

ると，それほどの“論”でもないらしい・第…，外國でPlutoといふ名が採用

された事情を師は知ってゐられないらしV・書きぶりである．それから，“冥王星”

といふ名を，既に東亜天：歯磨會に習って，支那の天文學界が正式に採用してみ

ることも知ってゐられないらしい．（支那の或る天文憂で数十年越働いてゐられ

た維歴の野師であるのに！D

　そもそもPlutoは，1930年三月に其の獲見が公表せられ，同年五月末には，

既に其の名が獲見者（plエル天心皇）によって命名されたものであって，詳

しい事情は天界110號あたりに載せられてある．Plutoといふ名を提議したの

は，學都オクスフtドに住む11歳のVenetia　Burney媛で，これをPiエル天

文毫に電報で取り次いだのはオクスフォド大繭天文毫長H．H．　Turner博士で

あった．Plエル天文蔓長が止ヒの名を採用したのは，この名がギリシャ紳話中

の幽冥界の支配者の名であって，星の微光を象微するのに適當であること，樹

叉，この星の學的符號をPしと定めれば，これは恰も故Percival　Lowell博

士の名の頭字の組み合はせになってみること一・此の二つの理由によるのであ

る．（當時，滴る方面からは，Minervaと。ふ名も提案せられたのであるけれ

ど，、この名は小遊星にも既に探用せられてるるといふ理由で，採り上げられな

かったことも，公表されてみる．）

　さて，このPiutoの和課名であるが，これについゼは，小遊星の和名が全部

カダカナで呼ばれてみる如ぐ，Plutoもカタカナで呼ぶとv・ふのも一方法であ

る．現に東京天文憂では，今日まで12ケ年間，カタカナで呼んでみた．しかし，

吾々は，此の星が幸しくも一つの大遊星として，世界の天文暦書などにも載せ
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られる以上，何時までもカタカナや，“超海王星”といふ呼び名は面白くないと

考へてるた．恰も，野尻抱影氏が“冥王星”叉は“山王星”といふ繹名を提案せ

られたので，語呂の黙も考へて，吾人は“冥王星”を採ったのである．そして，

間もなく，支那の天文塵界でも此の“冥王星”．を正式に採用したのである．

　Plutoは，ギリシャ瀞話に有名な幽集界の支配者の名である．漱米人は誰一

人これを知らぬ者は無い．その名の第一印象は，何となく一種の氣味悪さを感

じる．土橋師は大英百科全書の記事を主にして，可なり詳細に此の紳の素性を

詮明してゐられる．紳話に篠れば，天界はウラノス紳が，海はポセイドン紳が，

又，地下界はプル1ト郷中が支配し，そして，地上はゼウス神の管轄下にある．

これは，すべての紳話書に書いてある所であって，甚だ明瞭であるが，土橋師

は少しく筆を略してゐられるので，何も知らない者は疑はしい書きぶりである．

とにかく，プル目・1神は地下界の神であって，地上の主ではないのである．

　つぎに，土橋師は，プル1ト1紳の性格を記した一部に，この聯は，後代に

“服刻無慈悲”から“慈善’乏や1“冨”の示申となった貼を彊調してゐられる．なる

ほど，英語にもPlutocracy（金力政．治）などとV・ふ字があるのであるから，

Pluto神の性格は陰惨な方面ばかりではなくなったことは肯かれる．しかし，

Plutonianとか，　Plutonicとか，　Plutonismとか言った言葉を臨書を引いて

見ると，果して富貴的な早天的な印象を獲られるか，どうか？

　とにかく，駄米人た’ちが，幼少の時代から聞いたり富んだりして知ってみる

Plutoは，第一義がむしろ陰惨な世界の王であって，これは百入が百人ながら

否是出帆ないものである．新天一の命名の提起者たるBurney　iA、も此の意味を

念頭に置V・たものであろうし，叉，この名を決定採用した・1エル天丈毫長等

も，この名によって，容易に見えない幽冥界の微光星といふ観念を，拶裏に有

ってみたことは肯かれる．一之れに興して，Pluto紳を，富貴の主とする観

念は，神話としては後代の姿であり，何としても之は此の瀞の第二義的，叉は

第三義的な性格である．今，藪に，Pluto紳の陰惨な性格をAとし，其の富

貴的な性格はBとすれば，

　　（Pluto）一（A）＝0…………PIUto神として存在の意義も償値1も無し・

　　（Pluto）一（B）＝・X一一・…　　t／　　　倫重大なものが残ってみる．

こういふわけであるから，Pluto星は，やはり“冥ヨ三星”といふ諜が最も適當

であぞ、と愚ふ．一…若し百歩をゆつって，土橋師の所論を傾辣するにしても，

“地王星”では無くて，1非‘‘地下王星”としなければならない．

血今から23年前に逝くなったハ1バード天主　長E．C．ピケリング氏が其の研

究至に匡」醇する大早子を作らせ，永い年月の間，それを愛用してみたことは躍

界に有名な話である．自分は同天文峯に勤務中，現毫長シャブリ氏が空はり其の
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テ1ブルを研究用に使用してみるのを見て，其の便利なことを岳見し，臨朝後，

何とかして自分も一つ作って見たいものだと考へてるた。こんど田上天：文毫を

設備した中に，との回転卓子を設計して見た・しかし，工事の都合上，五月の

落威式の日に間に合はなかったのは遺憾であったけれど，八月に入ってから，

愈々この工作を始め，其の月の申旬の16日に出動上った．其の翌日から第三研

究室で毎日使用してみる．

　ピケリングの机は確か八面形であったと思ふが，自分のは研究室の大きさや，

窓の都合等もあって，六角形の設計をした．そして，登艦の直径は2米とした．

厚さ二寸の型板をつぎ合はせて作り，中心には1C糎の角柱を立てたもので，脚

部にははボ1ルベヤリングを入れたため，研究中に輕くまはり過ぎるほどであ

る．六角形だから，6種類の仕事が同時に出來るわけであるし，其の一コマづ

っの卓も相當に響くて，思ったよりも大きい面積である，この経1瞼から見て，

どうも八角形の必要はない，六角形で充分だと思ふ．とにかく，ハ1バ1ド以

外には例の無V、もので，～売れにより，一つ田上の名物が増えたわけである．少

くとも，今後，この’種の卓子を設計製作される人の参考にはなると思ふ．一・一

中央の柱のまはりに，卓と共に回罪する棚を，やはり六角形で作らせ，こ玉に

は，ペンや，インキや，僻書や，フk瓶などを載せてみる．六方の卓は，書翰を

書く部，計算する部，タイプする部，原稿を書く部，讃書する部，簡箪な製圖

の部といふ風に，今は使ぴ分けしてみるが，この節分は將來どう攣るか，使っ

て見なV・とわからない．此の頃は執筆に忙しくて，原稿も二三種のものが同時

に進行中なものだから，實は此の六角単管卓子のほか，もう二つ別の固定の一卓

子をも使ってみる．これのため，卓だけでなく，椅子も回寓することにしてみ

るが，便利である．

　六角形の：大卓子は非常に竪牢に出撃てるるので，研究室の隅や，手の届かな

V・壁面の邊に置いてある書籍などを取るためには，との卓の上に乗って，卓も

ろ共，舟を漕ぐやうにして，室内をまはるのだが，一寸，小的らしい遊戯をし

てみるやうで，楡快である．

　ピケリングの卓子は，盤りに大き過ぎて，殆んど室奎罷を占領してみるやう

な感じがあったが，自分のは，六角形であるために，研究室の約四分ノーを占

めてみるに過さない．故に，二見して，室をせまくして了つたやうな感じは無

い．設計の時は，室との釣り合ぴ上，どんなものかと，多少心配してみたが，

出陣上って，遭際使って見ると，非常に便利で，研究上，萬事好都合である～二

とが知れた．これなら，他の人々にも薦められると思ふ．（1942－9－10）

寧静夏雄氏（本會理事）は先般慮召さる．御武運を回る．


